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衆
議
院
議
員
大
村
秀
章
君
提
出
新
た
な
独
立
行
政
法
人
の
設
立
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
「
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
独
立
行
政
法
人
の
す
べ
て
の
事
務
・
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人
の
在
り
方
を
検
討
し
、
廃
止
、
民
営
化
、
移
管
等
を
行
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
制
度
自
体
を
根
本
的
に
見
直
す
こ
と
を
含
め
、
制
度
の
在
り
方
を
刷
新
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
行
う
事
業
は
、
救
急
医
療
を
提
供
す
る
等
地

域
の
医
療
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
社
会
保
険
病
院
、
厚
生
年
金
病
院
及
び
船
員
保
険
病
院
の
運
営
を
安
定
的

に
行
う
も
の
で
あ
り
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
機
構
の
法
人
格
に
つ
い
て
は
、
機
構

で
行
う
事
業
が
こ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
当
該
事
業
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
、
国
有
財
産

の
出
資
を
受
け
ら
れ
る
法
人
で
あ
る
こ
と
、
従
来
と
同
様
の
税
制
上
の
非
課
税
措
置
を
講
じ
る
こ
と
の
で
き
る
法
人
で
あ
る

一



こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
と
す
る
こ
と
が
適
切
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

二


